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ぅ
。
「女
流
立
志
伝
」
で
は
芸
術
の
理
想
を
語
る
女
性
た
ち
は
、
役
の
獲
得
を

め
ぐ
っ
て
理
想
と
は
程
遠
い
現
実
的
な
問
題
に
絡
め
取
ら
れ
て
い
く
が
、

「芸

術
狐
」
で
は
バ
レ
リ
ー
ナ
が
自
殺
し
て
し
ま
う
と
い
う
、
さ
ら
に
厳
し
い
転
落

物
語
が
語
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
若
い
女
性
の
転
落
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
当
時
の

状
況
に
屑
を
ひ
そ
め
彼
女
た
ち
を
断
罪
す
る
男
性
文
化
人
の
一言
説
を
補
強
す
る

作
品
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

一
九
五
六
年
七
月
に
掲
載
さ
れ
た
小
説
「
足
の
星
座
」
で
も
、
三
島
は
芸
術

家
き
ど
り
の
女
性
を
描
い
て
い
る
。
流
行
歌
手
の
け
い
子
は
か
つ
て
人
々
の
視

線
を
常
に
感
じ
る
生
活
に
疲
れ
不
眠
症
に
悩
み

「芸
術
家
の
特
権
と
も
い
ふ
べ

き
こ
ん
な
病
気
を
、

彼
女
は
う
れ
し
さ
う
に
吹
聴
し
て
ま
は
っ
た
」
と
芸
術

家
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
を
誇
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
人
気
を
失
っ
た
後
も

「
チ
ャ
ン
ス
は
ど
う
し
て
も
つ
か
ま
な
く
ち
ゃ
。
-
E
・e
・-
何
と
か
し
て
チ
ャ
ン
ス

を
つ
か
ん
で
や
る
」
と
再
起
を
目
指
し
て
画
策
す
る
女
性
歌
手
の
姿
は
し
た
た

か
で
あ
り
な
が
ら
も
、
惨
め
な
姿
と
し
て
冷
や
や
か
な
視
点
か
ら
語
ら
れ
る。

そ
れ
は
、
芸
術
と
い
う
言
葉
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
ス
タ
l
稼
業
に
し
が
み
つ
く
滑

稽
さ
を
に
じ
ま
せ
て
い
る
。
ま
た
、
彼
女
が
再
起
を
ね
ら
う
舞
台
が
戦
没
者
慰

霊
の
た
め
の
巨
大
観
音
像
の
除
幕
セ
レ
モ
ニ

ー
で
あ
る
こ
と
も
目
を
ひ
く
。
レ

ジ
ャ
ー
施
設
の
目
玉
と
し
て
建
立
さ
れ
た
巨
大
観
音
像
は
、
戦
没
者
遺
族
の
定

期
的
な
来
園
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
、
英
霊
へ
の
鎮
魂
を
名
目
に
金
儲
け
と
し
て

利
用
し
て
い
く
人
間
の
し
た
た
か
さ
と
経
済
的
価
値
が
優
先
さ
れ
て
い
く
時
代

の
到
来
が
描
か
れ
て
い
る
。

『オ
l
ル
讃
物
』
掲
載
作
で
シ

ョ
I
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
を
題
材
に
し
た
最
後

の
作
品
と
し
て
、

一
九
五
七
年
七
月
に
掲
載
さ
れ
た
「
色
好
み
の
宮
」
を
み
て

い
く
。
映
画
業
界
の
残
酷
な
裏
側
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
大
部
屋
俳
優
の
辰

二
は
、
「
殿
下
」
を
名
乗
り
皇
族
に
な
り
す
ま
し
て
映
画
の
ロ
ケ
で
訪
れ
た
宿

屋
の
娘
花
枝
を
た
ぶ
ら
か
す
こ
と
を
監
督
ら
に
命
じ
ら
れ
る
。
都
会
か
ら
来
た

映
画
人
た
ち
が
、
地
方
の
素
朴
な
庶
民
を
だ
ま
す
と
い
う
非
道
な
楽
し
み
を
求

め
る
話
で
あ
る
。

殿
下
は
そ
の
き
は
に
な
っ
て
跨
踏
し
た
。
罪
悪
感
に
か
ら
れ
た
わ
け
で

は
な
い
。
ま
す
ま
す
自
分
が
み
じ
め
に
見
え
て
き
て
、
耐
へ
ら
れ
な
く
な

っ
た
の
で
あ
る
。

『俺
は
泣
き
た
い
気
持
な
ん
だ
。
わ
か
る
か
。
俺
は
泣
き
た

い
く
ら
ゐ

な
ん
だ
』

彼
は
俳
優
の
道
の
非
人
間
的
な
険
し
さ
に
思
ひ
を
い
た
さ
う
と
力
め
た

が
、
こ
こ
へ

来
る
と
、
野
心
は
す
こ
し
も
彼
を
鼓
舞
し
て
く
れ
な
か

っ

た
。

-20-

自
の
前
に
は
目
を
と
ぢ
た
花
枝
の
顔
が
あ
る
。
そ
れ
は
目
を
と
ぢ
て
夢

み
て
ゐ
る
。
殿
下
は
も
う

一
度
そ
の
頬
に
頬
を
つ
け
て
じ

っ
と
し
て
ゐ

た
。
こ
の
ま
ま
死
ん
で
し
ま
ひ
た
い
気
が
し
た
。
背
後
の
唐
紙
や
障
子
の

隙
聞
に
、
大
ぜ
い
の
身
じ
ろ
ぎ
も
し
な
い
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
。

映
画
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
、
二
人
の
行
為
を
覗
き
見
て
楽
し
み
満
足
す
る
。
犠

牲
者
と
な
っ
た
花
枝
は
事
の
真
相
を
知
る
が
、
後
日
再
開
し
た
辰
二
と
と
も
に

駆
け
落
ち
し
結
婚
す
る
。
慎
ま
し
く
幸
せ
そ
う
に
見
え
た
新
婚
夫
婦
の
、
残
酷

な
馴
れ
初
め
が
読
者
に
明
か
さ
れ
て
い
く
と
い
う
展
開
で
あ
る
。
非
情
な
映
画

業
界
の
生
賛
と
な
っ
た
辰
二
と
花
枝
は
、
そ
の
裏
側
で
愛
を
育
む
こ
と
で
、
虚

構
の
愛
か
ら
真
実
の
愛
へ
と
変
換
さ
せ
、
悲
惨
な
体
験
を
乗
り
越
え
て
い
こ
う

と
し
て
い
る
の
だ
。
彼
ら
を
弄
ん
だ
映
画
業
界
の
悪
質
さ
と
は
対
照
的
に
、
辰

二
と
花
枝
は
善
良
で
小
市
民
的
な
若
者
と
し
て
好
意
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
平



凡
で
あ
り
な
が
ら
も
幸
福
に
見
え
る
彼
ら
の
生
活
が
、
映
画
業
界
で
の
残
酷
な

体
験
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
悲
哀
と
逆
説
に
こ
そ
、
作
品
の
焦
点

が
お
か
れ
て
い
る
。

一
時
的
な
退
屈
し
の
ぎ
の
た
め
に
辰
二
と
花
枝
の

一
夜
の
行
為
を
覗
き
見
し

て
楽
し
も
う
と
い
う
映
画
人
た
ち
の
欲
望
は
、
ま
さ
に
覗
き
見
る
と
い
う
点
に

お
い
て
映
画
が
も
た
ら
す
視
覚
体
験
と
重
ね
ら
れ
る
。
他
人
の
人
生
を
覗
き
見

る
こ
と
へ
の
欲
望
が
、
映
画
製
作
の
現
場
で
現
実
的
な
行
為
と
し
て
反
復
さ
れ

る
。
覗
き
行
為
が
人
間
の
欲
望
を
強
く
刺
激
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、

二
重

写
し
と
な
っ

て
描
か
れ
て
い
る
の
だ
。
ま
た
、
映
画
業
界
に
お
け
る
大
部
屋
俳

優
へ
の
残
酷
な
仕
打
ち
は
、
シ
ョ

l
ビ
ジ
ネ
ス
界
が
非
情
で
苛
酷
な
世
界
で
あ

る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
し
か
し
、
シ
ョ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
界
の
犠
牲
者
で
あ
る
辰

一一
と
花
枝
の
行
為
が
、
多
く
の
視
線
に
さ
ら
さ
れ
た
欺
附
に
満
ち
た
演
技
か
ら
、

真
実
の
愛
へ
と
変
化
し
て
い
く
こ
と
に
い
く
ら
か
の
救
い
が
も
た
ら
さ
れ
て
い

よ
う
。
映
画
業
界
の
汚
れ
た
側
面
に
巻
き
込
ま
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
逆
手
に

と
っ
て
ひ
そ
か
に
愛
を
育
む
二
人
の
若
者
の
姿
は
、
読
者
に
同
情
心
と
痛
快
さ

を
も
た
ら
す
よ
う
な
、
い
か
に
も
映
画
的
な
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
で
も
あ
る。

「色
好
み
の
{
呂
」
が
発
表
さ
れ
た
時
点
で
は
、
三
島
作
品
を
原
作
と
す
る
映

画
は
四
本
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
特
に
映
画

「潮
騒
」
(
監
督

・
谷
口
千
土
口
、

出
演
・
久
保
明
、

青
山
京
子
、
一

九
五
四
年
十
月
)
や
映
画
「
永
す
ぎ
た
春
」
(
監

督

田

中

重

雄
、
出
演

。
若
尾
文
子
、
花
布
辰
男
、
一
九
五
七
年
五
月
)
な
ど

立
て
続
け
に
ヒ
ッ
ト
作
が
生
ま
れ
、
三
島
と
映
画
の
関
係
が
よ
り
強
い
も
の
に

な
っ
た
時
期
で
あ
る
。
原
作
者
で
あ
る
三
島
が
映
画
の
撮
影
現
場
を
訪
れ
る
様

子
な
ど
も
頻
繁
に
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
背
景
を

考
慮
す
る
と
、
映
画
業
界
に
も
通
じ
た
人
気
作
家
が
描
く
シ
ョ

l
ビ
ジ
ネ
ス
の

非
情
さ
と
映
画
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
の
起
伏
を
備
え
た
娯
楽
性
は
、
読
者
の
好
奇

心
に
応
え
る
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
芸
能
界
や
シ
ョ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
を
話
題
に
し
た
記
事
が
頻
繁
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
「
色
好

み
の
宮
」
は

『オ
1
ル
讃
物
』
読
者
の
関
心
を
強
く
意
識
し
た
作
品
で
あ
っ
た

と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

4 
以
上
、

『オ
l
ル
讃
物
』
に
掲
載
さ
れ
た
芸
術
や
シ
ョ

l
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界

を
描
い
た
作
品
群
に
は
、
堕
落
し
た
芸
術
精
神
と
そ
れ
に
よ

っ
て
成
り
立
つ

シ
ョ

l
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
批
判
的
な
視
線
が
共
通
し
て
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
作

品
に
は
、
芸
術
と
商
業
的
価
値
観
と
の
対
立
と
し
て
の
問
題
意
識
が
根
ざ
し
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
が
、
中
間
小
説
誌
と

い
う
商
業
主
義
的
な
メ

デ
ィ
ア
で
あ
る

『オ
i
ル
讃
物
』
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
、
皮
肉
な
事
態
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
三
島
が
「
オ
l
ル
譲
物
」
に
こ
の
よ
う
な
作
品
群
を
発
表
す
る

こ
と
は
、
中
間
小
説
誌
に
作
品
を
発
表
す
る
自
己
批
判
的
な
視
点
と
も
と
ら
え

ら
れ
る
が
、

そ
の

一
方
で
、
大
衆
的
な
読
者
の
関
心
に
応
え
得
る
作
品
を
書
く

こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
三
島
の
試
行
錯
誤
の
場
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
「
芸
術
」
と
い
う
一言
葉
に
溺
れ
る
若
い
女
性
転
落
物
語
と
い
う
通
俗
的
な

パ
タ
ー
ン
の
作
品
を
何
度
も
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
若
い
女
が
堕
落
す
る

物
語
を

『オ
l
ル
読
物
』
読
者
が
期
待
し
て
い
る
と
み
た
三
島
の
意
識
と
そ
の

期
待
に
積
極
的
に
応
え
て
い
く
三
島
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。

第
三
の
新
人
と
し
て
戦
後
の
文
壇
に
登
場
し
た
吉
行
淳
之
介
や
庄
野
潤
三

は
、
中
間
小
説
を
書
く
こ
と
に

つ
い
て

「金
の
た
め
に
書
く
」

(
吉
行
の
発
言
)、

「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
要
求
す
る
も
の
に
対
し
て
、
応
え
得
る
も
の
を
自
分
が

ど
れ
だ
け
も

っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
」
と
語
っ
て
い
る
。
三

島
は
第
三
の
新
人
た
ち
よ
り
も
文
壇
デ
ビ
ュ

ー
は
早
い
が
、
戦
後
の
ジ
ャ

l
ナ

ーょっ白



リ
ズ
ム
の
急
激
な
発
展
と
と
も
に
作
家
と
し
て
の
活
躍
の
場
を
積
極
的
に
広
げ

て
い
っ
た
点
は
、
中
間
小
説
誌
に
対
す
る
庄
野
と
三
島
の
意
識
は
近
い
も
の
で

あ
っ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
作
家
と
し
て
の
力
量
が
、
商
業
的
価
値
観
で
判

断
さ
れ
る
場
と
し
て
三
島
と
「
オ
l
ル
讃
物
』
と
の
関
係
は
と
ら
え
ら
れ
る
。

『オ

1
ル
讃
物
』
を
は
じ
め
と
し
た
商
業
主
義
的
な
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
作
家
た

ち
は
文
壇
的
価
値
観
と
は
異
な
る
も
の
に
さ
ら
さ
れ
て
い
く
。
あ
る

一
定
レ
ベ

ル
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
共
有
で
き
る
文
壇
で
の
評
価
に
満
足
す
る
の
で
は
な
く
、

「オ

1
ル
讃
物
』
の
よ
う
な
幅
広
い
読
者
を
抱
え
る
メ
デ
ィ
ア
で
の
経
験
は
、

社
会
の
な
か
で
広
く
読
ま
れ
る
作
品
を
書
く
こ
と
を
三
島
に
強
く
意
識
さ
せ
た

機
会
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
青
の
時
代
」
や
「
金
閣
寺
」
、
「
宴

の
あ
と
」
な
ど
は
現
実
に
起
き
た
社
会
的
な
事
件
を
モ
デ
ル
と
し
た
作
品
で
あ

り
、
三
島
は
積
極
的
に
時
事
的
な
題
材
を
と
り
あ
げ
た
作
家
で
も
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
創
作
意
識
の
実
践
と
し
て
、「
ォ
l
ル
譲
物
』
掲
載
作
品
を
と
ら
え
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

女
性
誌
に
お
け
る
三
島
の
創
作
意
識
に
つ
い
て
、
三
島
が

「連
載
依
頼
の
と

き
に
出
し
た
条
件
の
一
つ
が
、
女
性
に
関
す
る
情
報
の
提
供
」
で
、
「
=
一
島
が

読
者
の
関
心
事
の
把
握
に
努
め
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
」
と
武
内
佳
代
は
指
摘

{
初
}

し
て
い
る
が
、
『
オ
l
ル
譲
物
』
に
お
い
て
三
島
が
同
様
の
要
求
を
し
た
か
ど

う
か
は
現
時
点
で
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
、
掲
載
誌
の
読
者
の
関
心

に
対
す
る
意
識
は
強
く
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
誌
面
構
成
の
傾
向
に
沿
い
な
が
ら
読

者
の
関
心
に
応
え
る
よ
う
な
作
品
を
書
く
こ
と
に
徹
し
た
職
業
作
家
と
し
て
の

三
島
の
側
面
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
そ
の
一
方
で
、
娯
楽
的
な
小
説
を
装
い
な

が
ら
も
、
戦
後
の
復
興
を
背
景
に
芸
術
が
堕
落
し
て
い
く
こ
と
へ
の
問
題
意
識

を
に
じ
ま
せ
た
作
品
で
も
あ
っ
た
。
高
度
資
本
主
義
社
会
を
迎
え
て
い
く
時
期

に
、
芸
術
や
文
学
が
い
か
に
社
会
や
大
衆
と
関
わ
っ
て
い
く
か
を
問
う
作
品
を

商
業
主
義
的
な
雑
誌
に
発
表
し
た
こ
と
は
三
島
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
試
み
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ま
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
三
島
の

『オ
l
ル

讃
物
』
掲
載
作
品
群
か
ら
は
、

三
島
の
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
商
業
誌

に
お
け
る
創
作
意
識
の
一
端
が
新
た
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
本
論
で
は
、

シ
ョ

1
ビ
ジ
ネ
ス
を
題
材
に
し
た
作
品
の
み
を
取
り
上
げ
た
が
、
今
後
も
商
業

主
義
的
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
=
一
島
の
創
作
意
識
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し

て
、
そ
の
他
の
『
オ
l
ル
譲
物
』
掲
載
作
の
分
析
を
進
め
て
い
き
た
い
。

注

三
島
由
紀
夫
「
わ
れ
ら
か
ら
の
遁
走
私
の
文
学
」

『
わ
れ
ら
の
文
学
5

三
島
由
紀
夫
』
講
談
社
、
一
九
六
六
年
三
一月、

『
決
定
版
三
島
由
紀
夫
全
集

第
三
十
四
巻
』
新
潮
社
、
二
O
O
士
一
年
九
月
、
二
十
四
頁

2

奥
野
健
男

『
三
島
由
紀
夫
伝
説
』
新
潮
社
、

一
九
九
三
年
二
月
、
三
O
四

頁
3

関
川
夏
央
「
「
社
会
派
」
作
家
三
島
由
紀
夫
の
一
九
六
三
年
」

「中
央
公

論』

二
O
一
O
年
四
月
↓
『
中
央
公
論
特
別
編
集
三
島
由
紀
夫
と
戦
後
」

中
央
公
論
社
、
二

O
一
O
年
十
月
、
七

O
頁

4

椎
根
和
「
V
R
的
完
全
版
平
凡
パ
ン
チ
の
三
島
由
紀
夫
』
(
河
出
書
一房、

二
O
二
O
年
十
二
月
、
九
三
頁
)
で
も
三
島
由
紀
夫
の
大
衆
向
け
の
仕
事
に

つ
い
て
は
、
生
活
の
糧
を
得
る
た
め
に
「
若
者
向
け
の
雑
誌
や
女
性
週
刊
誌

に
、
原
稿
を
書
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」
と
論
じ
て
い
る
。

5

武
内
佳
代
は

「
三
島
由
紀
夫
と
『
婦
人
公
論
』

i
早
す
ぎ
た
姦
通
小
説
」

(「
日
本
古
書
通
信
』
第
八
十
一

|
十
二
号
、
二

O
二
ハ
年
十
二
月
)
か
ら
、

「
三
島
由
紀
夫
と
『
女
性
自
身
』
|
三
島
流
手
紙
講
座
は
い
か
が
っ
」
(
「
日

1 

22 



本
古
書
通
信
』
第
八
十
六
十
一
号
、
二
O
二一

年
十
一
月
)
ま
で
、
『主

婦
之
友
』

『婦
人
倶
楽
部
』
『
若
い
女
性
』
『婦
人
画
報
」

「
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル』

『婦

人
朝
日
』
な
ど
の
女
性
誌
と
三
島
の
掲
載
作
に
つ
い
て
の
研
究
を
多
く
展
開

し
て
い
る
。

6

遠
藤
不
比
人

「症
候
と
し
て
の
(
象
徴
)
天
皇
と
ア
メ
リ
カ

一一一島
由
紀

夫
の
「
戦
後
」
を
再
読
す
る
」
遠
藤
不
比
人
編
「
日
本
表
層
の
地
政
学
海

洋
・
原
爆

・
冷
戦

・
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
』
彩
流
社
、
二
O
一
四
年
三
月
、

一
六
八
頁

7

こ
の
時
期
の

『オ
l
ル
讃
物
』
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
文
を
参
照
し
た
。

牧
野
悠

・
小
嶋
洋
輔

・
高
橋
孝
次
西
国

一
豊

「
{資
料
紹
介
}
昭
和
三
0

年
代
の

「オ
1
ル
讃
物』

|
中
間
小
説
総
目
次
(
上
)
」
『
帝
京
大
学
宇
都
宮

キ
ャ
ン
パ
ス
研
究
年
報
人
文
編
』
第
二
十
五
号
、
二
O
一
九
年
十
二
月
、
牧

野
悠

・
小
嶋
洋
輔

・
高
橋
孝
次
・
西
田
一
豊
一
「
【資
料
紹
介
】
昭
和
三
0
年

代
の
『オ
l
ル
讃
物
』

|
中
間
小
説
総
目
次

(
下
)
」
「
帝
京
大
学
宇
都
宮
キ
ャ

ン
パ

ス
研
究
年
報
人
文
編
』
第
二
十
七
号
、
二
O
二
一
年
十
二
月

8

永
井
龍
男

『文
禁
春
秋
=
一十
五
年
史
稿
』
文
義
春
秋
新
社、

一
九
五
九
年

四
月
、
八
一
頁

9

大
村
彦
次
郎

『文
壇
う
た
か
た
物
語
』
筑
摩
書
房
、

一
九
九
五
年
五
月
↓

ち
く
ま
文
庫
、
二

O
O七
年
十
月
、
十
七
頁

ω
9に
同
じ
、
四
十

一
頁

日

牧

野
悠

・
小
嶋
洋
輔
高
橋
孝
次
・
西
国
一
豊
「
{資
料
紹
介
}
昭
和
三

0
年
代
の

『オ
l
ル
讃
物
』
|
中
間
小
説
総
目
次
(
上
)
」
『
帝
京
大
学
宇
都

宮
キ
ャ
ン
パ
ス
研
究
年
報
人
文
編
』
第
二
十
五
号
、
二
O
一
九
年
十
二
月

二
四
八
頁

ロ

牧

野

悠

小

嶋

洋
輔

・
高
橋
孝
次

・
西
田
一
豊
「
{資
料
紹
介
}
昭
和
三

0
年
代
の

『オ
l
ル
讃
物
』
|
中
間
小
説
総
目
次
(
下
)
」
『帝
京
大
学
宇
都

宮
キ
ャ

ン
パ
ス
研
究
年
報
人
文
編
』
第
二
十
七
号
、
二
O
一
一
一
年
十
三
月
、

二
六

O
頁

日

『オ
1

ル
読
物
』
で
の
芸
能
界
や
シ
ョ

l
ビ
ジ
ネ
ス
を
題
材
と
し
た
記
事

や
小
説
の
う
ち
、
三
島
作
品
掲
載
時
期
と
重
な
る
も
の
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。

-
座
談
会

「男
の
魅
力
・女
の
魅
力
」

(田
村
秋
子
、
由
起
し
げ
子
、
原
節
子
、

笠
置
シ
ズ
子
)
一
九
五
一
年
二
月

-
座
談
会
「
テ
レ
ヴ
イ
は
踊
る
」
(
服
部
良
一

、
徳
川
夢
声
、
金
川
義
之、

溝
上
け
い
、
春
日
由
二
一)一

九
五
一
年
十
二
月

・
〈
特
集
小
説
人
気
女
優
〉

菊
田
一
夫

「越
路
吹
雪
」、

村
上
元
二一「
大
江

美
智
子
」
、
北
条
誠
「
京
マ
チ
子
」
一

九
五
二
年
三
月

-
平
林
た
い
子

「国
際
女
優
」

一
九
五
三
年

一
月

-
座
談
会

「歌
謡
曲
と
共
に
三
十
年
」
(
古
賀
政
男
、
藤
浦
洗
、
藤
山

一
郎
、

服
部
良
一
、
宮
田
輝
)

一
九
五
三
年
四
月

座
談
会

「カ
ツ
ド
ウ
屋
三
十
年
」
(
徳
川
夢
声
、
マ
キ
ノ
雅
弘
、

飯
田
蝶
子
、

軍
大
防
五
郎
)

一
九
五
三
年
七
月

-
座
談
会
「
喜
劇
役
者
の
悲
劇
」
(古
川
ロ
ァ
パ
、
ト
ニ

l
谷
、
三
味
線
豊
吉
、

森
繁
久
嫡
、
丹
下
キ
ヨ
子
)
一
九
五
三
年
十
月

・
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
記
事

「
歌
姫
ニ

y
ポ
ン
に
帰
る

今
ペ
d
q
L
 

田
中
路
子
」

一
九
五
四

年
三
月

・「
ぼ
く
ら
は
天
下
の
喜
劇
王
」
(
複
本
健
て

古
川
ロ
ツ
パ
、
柳
家
金
語
楼
)

一
九
五
四
年
四
月

・
ト一一

l
火
口
「
サ
イ
ザ
ン
ス
人
生
観
」一

九
五
四
年
四
月

-
座
談
会
「
兄
弟
ス
タ
ア
四
十
奏
」
(
服
部
良
て
服
部
富
子
、
沢
村
貞
子
、



河
東
大
介
)
一
九
五
四
年
五
月

・
双
葉
十
三
郎
「
カ
マ
ト
ト
・
ス
タ
ァ
大
売
出
し
」

一
九
五
四
年
七
月

・
淡
谷
の
り
子
「
わ
が
愛
の
ブ
ル
ー
ス
」
一
九
五
四
年
八
月

-
浮
谷
一
夫
「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
離
婚
コ
ン
ク
ー
ル
」
一
九
五
五
年
三
月

・
双
葉
十
三
郎
「
ギ
ャ
ン
グ

・
ス
タ
ア
盛
衰
記
」
一
九
五
四
年
六
月

・
座
談
会
「
ト
リ
ッ
ク
映
画
の
楽
屋
裏
」
(
横
山
隆
一

、
円
谷
英
二
、
渡
辺

善
夫
、
横
田
達
之
、
的
場
徹
、
渡
辺
明
)
一
九
五
五
年
八
月

-
双
葉
十
三
郎
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
女
優
時
代
来
る
」
一
九
五
五
年
十
一
月

-
座
談
会
「
ア
フ
ハ
チ
族
の
大
呆
送
」
(
三
木
鮎
郎
、
小
野
田
勇
、
キ
ノ
ト
l

ル
、
千
葉
信
男
、
三
木
の
り
平
)
一
九
五
六
年
一
月

・
「
オ
ト
を
つ
く
る
人
た
ち
」
(
飯
沢
匡
、
江
口
高
男
、
加
納
米
て
吉
田
貢
、

岩
淵
東
洋
男
)
一
九
五
六
年
三
月

-
座
談
会
「
フ
ィ
ル
ム
の
陰
に
踊
る
人
た
ち
」
(
中
村
倍
也
、
井
上
和
男
、

牛
原
陽
て
西
岡
豊
、
梨
岡
元
)
一
九
五
六
年
六
月

凶
一
九
四
九
年
二
月
に
は

「
火
宅
」
が
劇
作
家
矢
代
静
一
の
助
力
に
よ
り
俳

優
座
創
作
劇
研
究
会
に
よ
っ
て
上
演
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
、
「
聖
女
」
が
一

九
四
九
年
十
二
月
に
劇
団
制
作
劇
場
の
第
三
回
実
験
室
公
演
、
「
灯
台
」
が

一
九
四
九
年
十
二
月
に
大
阪
放
送
劇
団
と
関
西
実
験
劇
場
に
よ
る
第
四
回
公

演
と
翌
年
二
月
に
俳
優
座
創
作
劇
研
究
会
に
よ
る
上
演
、
一
九
五
O
年
九
月

に
「
魔
神
礼
拝
」
が
劇
団
北
陸
新
協
、
同
年
十
二
月
「
近
代
能
楽
集
部
都
」

が
テ
ア
ト
ロ
・
ト
フ
ン
、
同
月
に
同
じ
く
「
郎
郭
」
を
文
学
座
が
ア
ト
リ
エ

公
演
。

一
九
四
六
年
頃
か
ら
は
矢
代
静
一
を
通
し
て
若
手
演
劇
人
と
の
交
流

も
盛
ん
に
な
り
、
文
学
座
や
俳
優
座
に
も
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

日

三
島
が
出
演
し
た
N
H
K
テ
レ
ビ
の
番
組
「
会
い
た
い
人
」
は
一
九
五
三

年
四
月
十
九
日
午
後
八
時
三
十
五
分
か
ら
放
送
さ
れ
た
。

N
H
K
の
テ
レ
ビ

放
送
は
同
年
二
月
に
開
始
さ
れ
た
ば
か
り
だ
っ
た
o

m
牧
定
忠
「
空
前
の
バ
レ
エ
ば
や
り
」

『朝
日
新
聞

九
五
一
年
三
月
四
日

げ

三
島
由
紀
夫
「
芸
術
ば
や
り
風
俗
時
評
」

『週
刊
家
庭
朝
日
』
一

九
五

=
一
年
十
一
月
二
十
九
日
、
『
決
定
版
三
島
由
紀
夫
全
集
第
二
十
八
巻
』
新
潮

社
、
二

O
O
三
年
三
月
、
四
十
四

1
四
十
五
頁

日
目
拙
稿
「
戦
争
の
記
憶
の
行
方
「
足
の
星
座
」
か
ら
「
英
霊
の
芦
」
へ
」

『
三
島
由
紀
夫
研
究
』
第
十
五
号
、
二
O
一
五
年
三
月
、
百
十
一

1
百
十
七

頁ω
遠
藤
周
作
、
小
島
信
夫
、
庄
野
潤
三
、
安
岡
章
太
郎
、
吉
行
淳
之
介
「
座

談
会
文
学
と
資
質
」
「
群
像
』

一
九
六
五
年
七
月

却
武
内
佳
代
「
三
島
由
紀
夫
と

「女
性
自
身
』

三

島
流
手
紙
講
座
は
い
か

が
?
」
『
日
本
古
書
通
信
』
二

O
二
一
年
十

一
月
、
六
頁 東

京
版

朝
刊
』
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※
三
島
由
紀
夫
作
品
本
文
の
引
用
は
「
決
定
版
三
島
由
紀
夫
全
集
』
(
新
潮
社
)

に
拠
っ
た
。
な
お
、
引
用
に
際
し
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。

※
本
稿
は
第
四
十
七
回
山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会
研
究
発
表
会
(
二

O
二
二
年
五
月
八
日
)
で
の
口
頭
発
表
に
基
づ
い
て
い
る
。
会
場
で
教
示
を

賜
っ
た
方
々
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
(
な
か
も
と
・
さ
お
り
)


